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中学生の和装意識と浴衣の嗜好傾向に関する実態分析

Ⅰ . 緒　言
学習指導要ᬻ（ࢲ成 29 ᇉ）ᜓᝢにおいてǾ「高等֖ࢳ

学習指導要ᬻの改᜙のʧイント」ɗ「ࢺሓٛ教育要ᬻǾ小・

中学校学習指導要ᬻ等の改᜙ʧイント」にɂ「3ᴫ教育

内߁の主な改̜ױᬱ（ͤፋɗ文化に関する教育の充実）」

が෰ɔらɟている Û1­1Ýǿ家࣍科教育のᚱఏ分野との関

連ɂ「和装の՘੥いを᥾視」の記ᣖがある Û1­2Ýǿ

中学校の「家࣍科」教育ȺɂǾ1970 子ܤ代ȧɠࢳ

ɂ浴衣ᛏ作などを通してߩᩌ的な和ᚹを学ɦȺいた

がǾ1990 代にоると中学校学習指導要ᬻの改᜙にɛࢳ

り͏ҰɑȺᚐȶていたߩᩌ的な和ᚹを学ぶૌഈがなく

なȶていȶたǿȰこȺǾ日本からきもの文化（ëéíïîï 

ãõìôõòå）が᚞ᣝしてしɑうというԲൡ感から 2010 のࢳ

学習指導要ᬻ改᜙にɛȶて「和装教育」が中学校家࣍科

の中Ⱥ॒修化となȶたǿしかしǾ現在ȺɂǾ1990 代ࢳ

に和装教育が᚞ᣝしてしɑȶたという影響から和ఏにᮛ

౫みのない教員が増えているǿ

一方ȺǾアʛレル・フɫッションႇഈの発ᤎにͧいǾ

和装の浴衣も۹റ化・ρ性化しているǿɑたǾ「ʬʘ」

ɋの๡៵ɛり「ɽト」ɋの๡៵志向の現代ȺɂǾᚱఏ教

育における感性も᥾視ȨɟるɛうになȶたǿȰこȺǾᚱ

ఏ॑理学分野ɂ感性のްᦀ化をَるたɔǾ指ᦉとなるَ

書がҔᚐȨɟた Û2 ～ 8Ýǿ

和装のળᚫǾイʣントႊのəかたについてɂ۹ୣの

研究ᵘ9¬10ᵚがみらɟるがǾຣฤ߂Ⱥ着る浴衣（əか

た）に関する研究ɂኂ者の研究ᵘ11 ～ 1¶ᵚ͏外にɂあ

ɑり᛻छたらないǿイʣントɗʙレの場Ⱥ着るəかた

とຣฤ߂Ⱥ着るຣฤ浴衣にɂ着ႊޖኮ（Ô）Ǿ着ႊ場੔

（Ð）Ǿ着ႊ場面・ႊᣩ（Ï）Ǿ着͇けの̈́方Ǿ着ႊ஽の෥

分（ʹクʹク感とリラックス感）ǾなどがȰɟȱɟႱな

るᵘ8¬11 ǿɯ

こɟɑȺஇᮁ߂ႊのຣฤ浴衣ќ真を試୳とし嗜好傾向

Û13Ý ɗ浴衣の᭒ټ化とᚐ動 Û1¶Ý を明らかにしたǿ実物

浴衣のԱ象᜻Ι Û15Ý ɂ ¶ 着を SÄ ศȺ᜻Ιしたǿ本研

究とႱなる点ɂ実物浴衣 15 着を試୳にႊいたことɗ家

࣍科教育のᜊ点から着装体験をͧȶたことǾȨらに႒ܤ

中学生を対象にした点がႱなるǿ

ȰこȺǾ本研究Ⱥɂɵジʯアルな和装としてຣฤ浴衣

をᭉయにǾ中学生の「和装文化に関する意識」Ǿ「浴衣の

嗜好傾向」を明らかにするǿ

Ⅱ . 調　査　方　法 
 

2-1 調査対象者の基本属性
調査対象者の基本ࠖ性を表 1 にᇉすǿ

˹学ႆɁ֪ᚽ৙ឧȻ๛᚛Ɂ،ܧϿտȾᩜȬɞ実ৰґ౏
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概要

本研究の目的ɂǾÔÐÏがႱなるɵジʯアルな和装Ⱥあるຣฤ浴衣をᭉయにǾ႒ܤ中学生のȊ和装文化に関する意識ȋ

（ລް尺度30ᬱ目Ǿ¶件ศ）ǾȊ実物浴衣の嗜好傾向ȋ（実物əかた15着Ǿᛓୣ回ኌ）を検討することȺあȶたǿȊ実物ຣ

ฤ浴衣の嗜好傾向ȋについてɂǾ15着をႊ意しǾ着装体験と視ᜁ᜻Ιにɛりᚐɢɟたǿ中学3ࢳ生႒ܤ᜛152名（႒子

84名Ǿܤ子¶8名）を分析対象としǾ性別の特ौを検討したǿʑータ分析のፀ果Ǿ႒ܤ中学生のȊ和装文化に関する意

識ȋɂ3因子Ȋρ性表現ȋǾȊ着装意ඕȋǾȊ知的૘෰ȋのഫᣲȺあȶたǿいȭɟの因子においてもǾܤ子ɂ正の因子得点Ǿ

႒子ɂ២の因子得点をᇉしたǿ実物浴衣の視ᜁ᜻Ιにɛる嗜好傾向ȺɂǾ性別Ⱥ浴衣の好みにᤏいがみらɟたǿ႒子

中学生ɂࢼͷ学ൌറのߍ色ጕのດい色調Ǿܤ子中学生ɂᓹ౤のʛスʐルጕの明るい色調が好ɑɟたǿ

キーワード：和文化体験Ǿ衣生活Ǿ浴衣（əかた）Ǿ中学生Ǿ嗜好

Ëåù÷ïòäó：åøðåòéåîãéîç êáðáîåóå ãõìôõòå ¬ ãìïôèéîç ìéæå¬ ùõëáôá¬ íéääìå óãèïïì óôõäåîôó¬ ðòåæåòåîãåó

学人間発ᤎ科学部۾山ߋ 1
　山ᅇ቏となみ野高等学校ߋ 2
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表 1　調査対象者の基本属性 , 人数（%）

᪀ࠖ中学校 ႒子 子ܤ ᜛

ᴰࢳ生（ᴢ） 84（5¶ᴢ） ¶8（44ᴢ） 152（100ᴢ）

山ᅇのߋ Ô ᪀ࠖ中学校の 3 ጤ調査ץ生を対象に質ࢳ

をᚐȶたǿ႒ܤ 152 名（႒子 84 名Ǿܤ子 ¶8 名）を対象

としたǿͲ学ࢳɛり高学ࢳの方が和装における感性が豊

を対象としたǿ࠙ࢳȺあるたɔǾ高学ߋ

2-2　調査時期とサンプルの提示様子
調査஽ఙɂ 2017 ࢳ 9 ఌȺあるǿૌഈȺɂ一度も和ఏ

ɗ浴衣に関してのૌഈɂՙけておらȭǾこɟɑȺの自ᡵ

のጽ験からのみ質ץጤにኌえてもらȶたǿサンプルの૬

ᇉറ子ɂǾ教޷のҰ方に実物のຣฤ浴衣 15 着を૬ᇉしǾ

実᪨に᛻てǾ᜔ȶてǾ着ႊしたऻǾアンケートに回ኌし

てもらȶた（َ 1）ǿ

2-3 調査内容（浴衣に関する意識）
質ץᬱ目ɂǾこɟɑȺの研究 Û12¬14¬1¶ ～ 19Ý をՎ考

に独自Ⱥ作成したǿ

ລް尺度の内߁ɂǾ「ᚱ験者自ᡵについてのフɱース

シートᬱ目」Ǿ「和ఏについての関॑・意ඕをץう意識調

査の 30 ᬱ目Ǿ¶ 件ศ」Ǿ「実物ຣฤ浴衣 15 着の嗜好傾向

のᬱ目（ᛓୣ回ኌ）」Ǿ3ഫ成ȺȺきているǿ

表 2　和服に関する意識調査についての質問項目 6件法
例（全 30 項目中 5項目）

図 1　アンケート調査時の様子　実物温泉浴衣 15種

図 2　温泉浴衣着用体験時（A）
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意識調査の᜻ްɂǾ¶ 件ศ（¶® あてɂɑるǾṓɗɗあ

てɂɑるǾ4® ɢȭかにあてɂɑるǾ3® ɢȭかにあてɂ

ɑらないǾ2® ɗɗあてɂɑらないǾ１® あてɂɑらない）

ɑȺの ¶ 段階の自ࢄ᜻ް方ࣻȺລްした（表 2）ǿ

2-4 提示サンプル浴衣 15 着の試料と選定方法
和౤の፭生地を᠔оし浴衣をᛏ作することɂ៵ႊɗ஽

間がかかるǿȨらにǾຣฤ地ႊᣩの浴衣ߩᩌ៧ۨࣆɂ国

内にސ在していないǿȰこȺᜊбޱ޵の浴衣៧ۨǾ๜外

のʥーʪスʐーイаのᜪץ஽にお٠ႇႊᣩ（ఙ᪅᪅ް៧

ۨ）ɗஇᮁ浴衣៧ۨ会社にᄽ૚ᜪץし᠔оしたǿ試୳ɂ

ͤፋ౤・和᭛ʬʊンな౤Ǿ地色ɗ౤ൌറが۹റに፤ᏣȺ

きるɛうにᥓਁしたǿ

 

2-5　調査の手順と温泉浴衣の着装体験
アンケート調査をᚐȶたਖ਼ᬲとしてɂǾ浴衣の視ᜁ効

果をລްするたɔにǾ᛻ɗすく᪔Қをしたǿպ஽にຣฤ

浴衣のサンプル 15 ሗをଟ影したɵラーќ真Աҥ Á4 ႊ

ጤをᥓࢎしたǿ質ץጤに回ኌしǾᣩ中Ⱥ実᪨のຣฤ浴衣

に᜔ɟてみたりǾ着てみたりしǾຣฤ浴衣着ႊ体験もᚐȶ

たǿこの஽ɂ着装体験を࢑ఖしている生徒のみȺ実ஃし

たǿյ自着てみたい浴衣をਖ਼に՘りǾ生徒間Ⱥ着͇けを

しあȶたりǾ浴衣に合ɢȮた࢛をյ自Ⱥᤣɦだりして着

ႊ体験もᎥり̬ȯながらアンケートを実ஃしたǿȰの᪨Ǿ

႒ܤԖ別なくǾ自分Ⱥ着てみたい浴衣をᤣɦȺもらȶた

（َ 2¬ َ 3）ǿ

2-6 分析方法
ʑータのᪿ᜛・分析にɂǾIÂÍ SÐSS　Sôáôéóôéãó23®0Ê

をΈႊしたǿ単ጠᪿ᜛Ǿ႒ܤの٫ࢲϏのࢃの検ް（ᵱ検

ް）Ǿ因子分析（ఊ߼ศǾプロʨックス回ᢆ）をᚐȶたǿ

研究ϕ理にिいི記名Ⱥ調査を実ஃしたǿ 

Ⅲ . 結　果　及び　考　察
3-1　和服に関する意識にみる男女中学生の違い
和ఏに関してのᒾ֞・意識をץう質ץᬱ目 30 ᬱ目（¶

件ศ）においてǾ႒ܤȺ ô 検ްをᚐȶたとこɠǾ30 ᬱ

目中 21 ᬱ目Ⱥ఍意ࢃがあȶた（表 3）ǿఊも٫ࢲϏが高

かȶたᬱ目ɂ႒ܤ共に質ץᬱ目「24® 浴衣ɂ日本がᝐɟ

る文化だ」Ⱥあȶたǿ一方Ǿఊも᜻ް٫ࢲϏがͲかȶた

ᬱ目ɂǾ႒子ɂ「7® 着ࡓɟた浴衣を着なおすことがȺき

る」ȺǾܤ子ɂǾ「21® 浴衣を着るのɂ঎ȭかしい」Ⱥあȶ

たǿ႒子のɎうがܤ子ɛりも᜻ް٫ࢲϏが高くǾ఍意ࢃ

の۾きいᬱ目ɂなかȶたǿ 

一方ȺǾܤ子のɎうが႒子ɛりも᜻ް٫ࢲϏが高くǾ

఍意ࢃの۾きいᬱ目ɂ 30 ᬱ目中 12 ᬱ目「1® 浴衣を着る

ൡ会がある」「2® 浴衣を着るൡ会が増えてɎしい」「8® 浴

衣を自分Ⱥ着らɟるɛうになりたい」「9® 浴衣を着てみ

たい」「10® ۳になると浴衣を着たくなる」「11® 浴衣を

着ると෥分が高૯する」「15® 浴衣を着ると上ֿに᛻え

る」「19® 浴衣を着るとかȶこいいǾかɢいいと९う」「20®

浴衣にあȶたʢアスタイルをしたい」「21® ࢛のᥓ色にも

෥をᥓりたい」「27® 和ఏといえɃ浴衣Ⱥなく着物だ」「29®

ຣฤஃᜫȺɂ自分の好きな浴衣をᤣびたい」の 12 ᬱ目

が 0®1ᴢ水ໄȺ఍意ࢃがみらɟるፀ果となȶたǿすなɢ

ȴǾܤ子ɂ႒子に比べǾ浴衣着ႊɋの好॑܋があること

が読み՘ɟるǿɑたǾ着ႊの᪨ɂ着ႊ஽の᛻た目も᥾視

しǾ自分なりの着こなしɗ自分の好きな浴衣Ǿʢアスタ

イルをᤣびたいことが分かȶたǿこɟらɂǾ自分らしȨǾ

ρ性表現ɋの᭐ఖがあると考えらɟるǿ

3-2　「和服に関する意識」の因子分析（男女全体）
中学生における「和ఏに関する意識」の特ौをɛり፱

合的にસえるたɔにǾȰɟȱɟの 30 質ץᬱ目に対して

ᣅみȺ因子分析（ఊܤをʋɱックしǾ႒ࢃ٫Ϗとൈໄϡࢲ

図 3　温泉浴衣着用体験時（B）
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ศ・プロʨックス回ᢆ）をᚐȶたとこɠǾյ因子にԚ߼

分な២ᔸᦀをᇉȨない 7ᬱ目を分析からɂȭしǾරりの

23ᬱ目に対してѓび因子分析をᚐȶたǿِ఍Ϗのນ᚞状況

と因子のᜓ釈可能性から3因子がܵछȺあると考えらɟたǿ

23 ᬱ目にɛるп分ୠのうȴ 3 つの因子にɛȶてᝢ明

ȺきるҾ合のጮሥ߆˫လɂ 59®05ᴢȺあȶたǿյ因子ɂ

͏˩のɛうにᜓ釈Ȩɟたǿ

ቼ 1 因子ɂ 11 ᬱ目からなりǾ「19® かɢいくǾかȶこ

ɛく浴衣を着たい」「15® 浴衣を着ると上ֿに᛻える」「21®

࢛にも෥をᥓりおしɖɟに着たい」「18ᴫᄾਖ਼のԱ象が

۰ɢる」「2¶ᴫ外国人に浴衣を着てもらいたい」「24ᴫ浴

衣ɂ日本がᝐɟる文化だ」「1¶ᴫρ性表現がȺきる」「17ᴫ

浴衣ɂおしɖɟに᛻える」「28ᴫຣฤ浴衣を着るだけȺ

和文化体験がȺきる」「14ᴫ浴衣を着るといつもとᤏう

自分になɟる」「30ᴫຣฤ浴衣を着るとリラックスȺきる」

といȶたᬱ目Ᏸからなるǿこの因子ɂ和ఏɗ浴衣に関し

て֚りɗいつもの自分とᤏȶたಐ好をしたいという෥持

ȴを᥾視したᬱ目にɛȶてഫ成ȨɟていることからȊρ

性表現ȋの因子と֤名したǿ

ቼ 2 因子ɂ 8 ᬱ目からなりǾ「10ᴫ۳になると浴衣を

着たくなる」「9® 浴衣を着たい」「2® 浴衣を着るൡ会が

増えてɎしい」「9ᴫ浴衣を着ると෥分が高૯する」「8ᴫ

浴衣を自分Ⱥ着らɟるɛうになりたい」「29® 自分の好

きな浴衣をᤣびたい」「20ᴫ浴衣にあȶたʢアスタイル

をしたい」「23ᴫ浴衣を着るとʨナーɗᚐ動を意識する」

といȶたᬱ目Ᏸからなるǿこの因子ɂ浴衣に関しての着

ႊに意ඕを表していたᬱ目にɛȶてഫ成Ȩɟていること

からȊ着装意ඕȋの因子と֤名したǿ

ቼ 3因子ɂ 4 ᬱ目からなりǾ「5ᴫ浴衣のҤ作ᤈሌを知

りたい」「4ᴫ浴衣について知りたい」「¶ᴫูఏと和ఏの

႒子 子ܤ

ລް尺度 30 ᬱ目 ٫Ϗࢲ SÄ ٫Ϗࢲ SÄ ô Ϗ ᵭ

1® 浴衣を着るൡ会がある 2®2  1®¶38 3®8  2®090 ­5®052 ªªª

2® 浴衣を着るൡ会が増えてɎしい 2®3  1®59¶ 4®3  1®740 ­¶®991 ªªª

3® 浴衣のከ理ɂᫍしいと९う 5®0  1®481 4®8  1®3¶7 ®588

4® 浴衣について知りたい 3®3  1®¶22 4®0  1®550 ­2®703 ª

5® 浴衣のҤ作ᤈሌについて知りたい 3®0  1®712 3®4  1®518 ­1®8¶3

¶® ูఏと和ఏのഫ成のᤏいについて知りたい 3®0  1®581 3®¶  1®558 ­2®185

7® 着ࡓɟた浴衣を着なおすことがȺきる 2®1  1®554 2®8  1®775 ­2®530

8® 浴衣を自分Ⱥ着らɟるɛうになりたい 3®4  1®725 4®7  1®479 ­4®845 ªªª

9® 浴衣を着てみたい 3®2  1®784 4®7  1®54¶ ­5®¶34 ªªª

10® ۳になると浴衣を着たくなる 2®4  1®¶59 3®9  1®975 ­5®209 ªªª

11® 浴衣を着ると෥分が高૯する 2®5  1®¶11 3®9  1®843 ­5®000 ªªª

12® 浴衣を着るのɂ঎ȭかしい 2®7  1®55¶ 2®¶  1®5¶9 ®¶07

13® ᫎの日の浴衣ɂ˪向きだ 4®3  1®741 4®7  1®491 ­1®4¶3

14® 浴衣を着るといつもとᤏう自分になɟる 3®5  1®7¶2 4®2  1®594 ­2®859 ª

15® 浴衣を着ると上ֿに᛻える 4®0  1®725 5®0  1®338 ­3®797 ªªª

1¶® 浴衣を着るとρ性表現Ⱥきる 3®¶  1®703 4®1  1®547 ­1®749

17® 浴衣を着るとおしɖɟに᛻える 3®5  1®71¶ 4®1  1®734 ­2®210 ª

18® ᄾਖ਼のԱ象が۰ɢる 4®2  1®743 4®9  1®208 ­2®805 ªª

19® かȶこいいǾかɢいいと९う 3®8  1®813 4®8  1®408 ­3®¶94 ªªª

20® 浴衣にあȶたʢアスタイルをしたい 2®7  1®807 4®9  1®474 ­8®1¶7 ªªª

21® ࢛のᥓ色にも෥をᥓりたい 3®3  1®780 4®9  1®592 ­5®59¶ ªªª

22® 改ᓦ浴衣を着てみたい 2®4  1®¶27 2®8  1®833 ­1®¶92

23® 浴衣を着るとʨナーɗᚐ動を意識するɛうになる 3®3  1®894 4®1  1®¶90 ­2®523 ª

24® 浴衣ɂ日本がᝐɟる文化だ 4®9  1®¶57 5®4  ®998 ­2®348 ª

25® 和ఏのͤፋ文化について知りたい 3®7  1®792 4®3  1®¶0¶ ­2®232 ª

2¶® 外国人に浴衣を着てもらいたい 4®2  1®781 4®9  1®370 ­2®472 ª

27® 和ఏといえɃ浴衣Ⱥなく着物だ 3®¶  1®747 4®4  1®3¶3 ­3®213 ªªª

28® ຣฤ浴衣を着るだけȺも和文化体験になると९う 3®9  1®¶99 4®7  1®381 ­3®053 ªª

29® ຣฤஃᜫȺɂ自分の好きな浴衣をᤣびたい 3®7  1®907 5®1  1®3¶4 ­4®858 ªªª

30® ຣฤ浴衣を着るとリラックスȺきる 3®7  1®790 3®9  1®729 ­®855 　

ª：ᵭ ¼0®05 ¬ ªªºð¼0®01¬ ªªªºð¼0®001

表 3「和服に関する意識」 （男女間の平均値の差の検定）
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ᤏいについて知りたい」「25ᴫͤ ፋ文化を知りたい」といȶ

たᬱ目Ᏸからなるǿこの因子ɂ和ఏɗ浴衣に関してのᒾ

・֞関॑がऐいᬱ目にɛȶてഫ成ȨɟていることからȊ知

的૘෰ȋの因子と֤名した（表ᴱ）ǿ

3-3　男女別にみた和服に関する意識の因子得点の比較
表 2のፀ果にภȶてյ因子の因子得点の٫ࢲϏをአҋ

することȺǾ「ρ性᥾視」得点Ǿ「着装意ඕ」得点Ǿ「知

的ඕ෰」得点としたǿ「和ఏに関する意識についてǾɛ

り፱合的にみるたɔにǾ႒ܤ別のյ因子の因子得点のࢲ

٫Ϗを比較した（َ 4）ǿ

႒ࢃܤの検討をᚐȶたとこɠǾ「Æ Ƌρ性᥾視（ð ᴹ

0®001）」Ǿ「Æƌ着装意ඕ（ðᴹ 0®001）」Ǿ「Æ ƍ知的ඕ෰（ð

ᴹ 0®05）」のᴰついȭɟの得点においても႒子ɛりܤ子

因子២ᔸᦀ

ລް尺度 23 ᬱ目 Æ1 ρ性表現 Æ2 着装意ඕ Æ3 知的૘究

19 かȶこいいǾかɢいいと९う ®81¶ ®¶37 ®429

15 浴衣を着ると上ֿに᛻える ®7¶4 ®¶17 ®502

21 ࢛のᥓ色にも෥をᥓりたい ®740 ®5¶7 ®4¶2

18 ᄾਖ਼のԱ象が۰ɢる ®737 ®498 ®444

2¶ 外国人に浴衣を着てもらいたい ®735 ®528 ®533

24 日本がᝐɟる文化だ ®734 ®438 ®422

1¶ ρ性表現Ⱥきる ®729 ®4¶9 ®49¶

17 おしɖɟに᛻える ®717 ®594 ®594

28 ຣฤ浴衣を着るだけȺも和文化体験になる ®¶78 ®557 ®503

14 浴衣を着るといつもとᤏう自分になɟる ®¶39 ®595 ®401

30 ຣฤ浴衣を着るとリラックスȺきる ®¶20 ®54¶ ®435

10 ۳になると浴衣を着たくなる ®547 ®85¶ ®49¶

09 浴衣を着てみたい ®¶¶¶ ®850 ®551

02 浴衣を着るൡ会が増えてɎしい ®508 ®845 ®571

11 浴衣を着ると෥分が高૯する ®58¶ ®78¶ ®4¶5

08 浴衣を自分Ⱥ着らɟるɛうになりたい ®¶¶4 ®777 ®¶04

29 自分の好きな浴衣をᤣびたい ®¶11 ®702 ®420

20 浴衣にあȶたʢアスタイルをしたい ®¶49 ®¶7¶ ®330

23 浴衣を着るとʨナーɗᚐ動を意識する ®5¶4 ®5¶7 ®404

05 浴衣のҤ作ᤈሌについて知りたい ®520 ®491 ®8¶4

04 浴衣について知りたい ®551 ®594 ®802

0¶ ูఏと和ఏのഫ成のᤏいについて知りたい ®475 ®519 ®794

25 和ఏのͤፋ文化について知りたい ®¶70 ®4¶1 ®754

ጮሥ߆˫လ（¥） 48®71 53®74 59®05

因子઄ҋศ º ఊ߼ศ Ǿプロʨックス回ᢆศ

表 4　和服に関する意識調査 : 因子分析 （N=男女 152 名）

図 4　和服に関する意識の因子得点（男女比較）
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のɎうが఍意に高い得点をᇉしたǿこのことからもǾ႒

子ɛりもܤ子のɎうが和ఏに関しての意ඕが高いことが

ɢかȶたǿ

こɟɂǾܤ子のɎうに美意識が高くǾ好॑܋がありǾ

浴衣着ႊのጽ験が۹いことが影響していると考えらɟ

るǿ႒ܤȺフɫッションᚐ動にᤏいがあることを明らか

にした̜΍研究ᵘ11¬14¬18ᵚとպറなፀ果をᇉしたǿȰ

して衣ఏのफ़適性において႒子ɂൡ能性を᥾視しǾܤ子

ɂ衣ఏの感性（෥分ɗ感情）を᥾視していることが明ら

かとなȶたǿ

 

3-4　男子中学生が抱く実物温泉浴衣嗜好傾向
15 着の実物ຣฤ浴衣サンプルにおいて႒子がఊも好

ɦだ浴衣上ͱ 3ሗをَ 5にᇉすǿ

႒子が好ɓ実物ຣฤ浴衣の地色ɂ ×èéôå（ᄌ） ɗ

Âìõå（᫺）がǾ౤の色ɂ Âìõå（᫺）ɗ Náöù（ጴ）Ǿ

Ìéçèô Âìõå（水色）Ⱥあることがɢかるǿ౤のᥓᏚにつ

いてɂ実物ຣฤ浴衣サンプルƈ（24）（22）（27）のすべ

てにおいてǾ౤が浴衣п体にɑɦべɦなくᥓᏚȨɟてい

るものが好ɑɟているǿ

Ȋ15 ሗ᭒の実物ຣฤ浴衣サンプルȋのʧジショʕング・

ʨップのͱᏚ関Ρを調べるたɔにǾ۹ඒ元尺度ศをႊい

てǾ2 ඒ元ࢲ面上にᠾᫌ（ᴺ᭒ͬ）のʑータからǾյ浴

衣の࣋ൈを෰ɔたǿȰのፀ果のَɂ᳈ᄌ版のԱҥȺɂ色

のᝢ明Ⱥ᪅界があるたɔ本報ȺɂᅁႩするǿ࣋ൈが近く

にある浴衣ɂͬたɛうなʑʀインになȶていることが分

かるǿ

ծ上ɂ「ʬʊンᴨᓹ౤ ¯ ɵラフルな」Ǿծ˩ɂ「ɴー

ʇドックスᴨᓹ౤ ¯ ɵラフルな」Ⱥあることが分かるǿ

ͷ学౤ࢼ上ɂ「ʬʊンᴨࡿ ¯単調な」とᜓ釈ȺきǾࡿ˩

ɂ「ɴーʇドックスᴨࢼͷ学౤ ¯単調な」とᜓ釈Ⱥきるǿ

ȨらにǾ2 ඒ元の᎒൐ᢉに関してɂǾ᎒ᢉを「ʬʊン―

ɴーʇドックス」Ǿ൐ᢉを「ࢼͷ学౤ ¯ 単調な―ᓹ౤ ¯

ɵラフルな」とᜓ釈したǿ͏˩ɂ 15 ሗ᭒の実物ຣฤ浴

衣サンプルの中Ⱥ႒子に好ɑɟたものとᬲͱȺあるǿ

15 ሗ᭒の実物浴衣サンプルの中Ⱥ႒子の好ɓ上ͱの

浴衣ƈ（24）（27）の 2 ሗ᭒がࡿ˩の「ɴーʇドックス

ᴨࢼͷ学౤ ¯ 単調な」にͱᏚしているǿƈ（22）の浴

衣ɂࡿ上の「ʬʊンᴨࢼͷ学౤ ¯ 単調な」にͱᏚ͇け

Ȩɟているǿこのことから႒子ɂࢼͷ学౤Ⱥ単調なʑʀ

インの浴衣ȺǾᕜ美な౤ɛりも質ጨなߍ色ጕの浴衣を好

ɓ傾向があることが分かるǿ

 

3-5　女子中学生が抱く実物温泉浴衣嗜好傾向
15 ሗ᭒の実物ຣฤ浴衣サンプルにおいてܤ子がఊも

好ɦだ浴衣上ͱ 3ሗをَ ¶ にᇉすǿ

子が好ɓ実物ຣฤ浴衣の地色ɂܤ ×èéôå（ᄌ）がǾ

౤の色ɂNáöù（ጴ）ǾÌéçèô Âìõå（水色）ǾÐéîë（ʞン

ク）ǾÐõòðìå（ጫ）ǾÒåä（ᠣ）ȺありǾߍ色ጕと௟色ጕ

に分けることがȺきるǿ　౤のᥓᏚについてɂ実物ຣฤ

浴衣サンプルƈ（28）（29）（30）のすべてにおいてǾ౤

が浴衣п体にɑɦべɦなくǾランʊʪにᥓᏚȨɟている

ものȺǾかつǾᓹ౤が好ɑɟていることがɢかるǿ

Ȋ15 ሗ᭒の実物ຣฤ浴衣サンプルȋのʧジショʕング・

ʨップのͱᏚ関Ρを調べるたɔにǾ۹ඒ元尺度ศをႊい

てǾ2 ඒ元ࢲ面上にᠾᫌ（ᴺ᭒ͬ）のʑータからǾյ浴

衣の࣋ൈを෰ɔたǿȰのፀ果のَɂ᳈ᄌ版のԱҥȺɂ色

のᝢ明Ⱥ᪅界があるたɔ本報ȺɂᅁႩするǿ࣋ൈが近く

にある浴衣ɂͬたɛうなʑʀインになȶていることが分

かるǿծ上ɂ「ʬʊンᴨࢼͷ学౤ ¯単調な」Ǿծ˩ɂ「ɴー

図 6　15 種類の実物温泉浴衣サンプル上位 3着（女子 /N＝ 68,100％）
1位　54.4%

No.28

2 位　38.2%

No.29

3 位　33.8%

No.30

図 5　15 種類の実物温泉浴衣サンプル、上位 3着（男子 /N＝ 84、100％）
1位　64.3％

No.24

2 位　53.6％

No.22

3 位　50.0％

No.27
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ʇドックスᴨࢼͷ学౤ ¯ 単調な」Ⱥあることが分かるǿ

上ɂ「ʬʊンᴨᓹ౤ࡿ ¯ɵラフルな」とᜓ釈ȺきǾࡿ˩

ɂ「ɴーʇドックスᴨᓹ౤ ¯ɵラフルな」とᜓ釈Ⱥきるǿ

ȨらにǾ2 ඒ元の᎒൐ᢉに関してɂǾ᎒ᢉを「ʬʊン

―ɴーʇドックス」Ǿ൐ᢉを「ᓹ౤ ¯ ɵラフルな―ࢼͷ

学౤ ¯ 単調な」とᜓ釈したǿᠣ色の点፷とୣޏɂ 15 ሗ

᭒の実物ຣฤ浴衣サンプルの中Ⱥܤ子に好ɑɟたものと

ᬲͱȺあるǿ15 ሗ᭒の実物浴衣サンプルの中Ⱥܤ子の

好ɓ上ͱの浴衣ƈ（29）（30）の 2 ሗ᭒がࡿ上の「ʬʊ

ンᴨᓹ౤ ¯ ɵラフルな」にͱᏚしているǿܤ子の中Ⱥ

ఊも好ɑɟていたƈ（28）の浴衣ɂࡿ˩の「ɴーʇドッ

クスᴨᓹ౤ ¯ɵラフルな」にͱᏚ͇けȨɟているǿ

このことからܤ子ɂᓹ౤Ⱥɵラフルな浴衣を好みǾ中

Ⱥもʛスʐルɵラーのܤ性らしい浴衣を好ɓ傾向がある

ことが分かるǿ 

Ⅳ .　結　言
本研究ȺɂǾ和装において௔ɟのəかたとɂ Ô・Ð・

ÏがႱなるɵジʯアルなຣฤ浴衣をᭉయにǾ中学生の和

装文化に関する意識ɗ浴衣の嗜好傾向を明らかにするこ

とを目的としたǿ着装体験と視ᜁ᜻Ιの試୳にɂǾ実物

ႊຣฤ浴衣 15 着をႊ意しǾ中学 ᜛ܤ生႒ࢳ3 152 名（႒

子 84 名Ǿܤ子 ¶8 名）を対象にǾ質ץጤ調査をᚐȶたǿ

Ȱのፀ果Ǿඒのことが明らかになȶたǿ

1） 和ఏに関してのᒾ֞・意識をץう質ץᬱ目 30 ᬱ目（¶

件ศ）においてǾ႒ܤȺ ô 検ްをᚐȶたとこɠǾ30

ᬱ目中 21 ᬱ目Ⱥ఍意ࢃがあȶたǿܤ子ɂ႒子に比べǾ

浴衣着ႊɋの好॑܋があることが読み՘ɟるǿɑたǾ

着ႊの᪨ɂ着ႊ஽の᛻た目も᥾視しǾ自分なりの着こ

なしɗ自分の好きな浴衣Ǿʢアスタイルをᤣびたいこ

とがᇉדȨɟたǿこɟらɂǾ自分らしȨǾρ性表現ɋ

の᭐ఖがあると考えらɟるǿ

2）႒子中学生が好ɓ実物ຣฤ浴衣の地色ɂ×èéôå（ᄌ） 

ɗ Âìõå（᫺）がǾ౤の色ɂÂìõå（᫺）ɗNáöù（ጴ）Ǿ

Ìéçèô Âìõå（水色）Ⱥあるǿ౤のᥓᏚについてɂ౤が

浴衣п体にɑɦべɦなくᥓᏚȨɟているものǾストラ

イプɗジグʀグのʛターンのࢼͷ学ൌറのດい色調が

好ɑɟたǿ

子中学生の好ɓ浴衣の色ᄾ傾向ɂǾ15ܤ（3 着の実物

ຣฤ浴衣においてǾ×èéôå（ᄌ）地色にӏえǾÌéçèô 

Âìõå（水色）が好ɑɟたǿ౤の色ɂ Náöù（ጴ）Ǿ

Ìéçèô Âìõå（水色）ǾÐéîë（ʞンク）ǾÐõòðìå（ጫ）Ǿ

Òåä（ᠣ）ȺありǾߍ色ጕと௟色ጕの明るい色調が好

ɑɟることが分かȶたǿܤ子中学生ɂǾ上ͱ 3 ሗ᭒と

もに小中のᓹ౤がᤣɃɟたǿ

4） 中学生における「和ఏに関する意識」の特ौをɛり

፱合的にસえるたɔにǾ因子分析をᚐȶたǿఊጶ的に

23 ᬱ目Ⱥ 3因子Ȋρ性表現ȋǾȊ着装意ඕȋǾȊ知的૘෰ȋ

のഫᣲがܵछと考えたǿ

5）「和ఏに関する意識」のյ因子の因子得点を基に႒

を検討したǿ「Æࢃܤ Ƌρ性᥾視（ð ᴹ 0®001）」「Æ ƌ

着装意ඕ（ð ᴹ 0®001）」Ǿ「Æ ƍ知的ඕ෰（ð ᴹ 0®05）」

のᴰついȭɟの因子得点においても႒子ɂ២の得点Ǿ

子ɂ正の得点をᇉしたǿこのことからもǾ႒子ɛりܤ

もܤ子のɎうが和ఏに関しての意ඕが高いことがɢ

かȶたǿ

͏上Ǿ中学校 生子ども世代の和装意識と実物浴衣ࢳ3

の嗜好傾向ɂǾ性別Ⱥᤏいがみらɟたǿ和装ᚐ動ɂܤ子

の方が႒子ɛりᒾ֞・関॑が高いことがᇉדȨɟたǿຣ

ฤ߂Ⱥɂ႒ܤպറの 1 ሗの浴衣を៴しҋしする΍がߵな

くない状況Ⱥあるǿしかし成人のᡵ長に近い中学 3 生ࢳ

ɂǾ性別Ⱥຣฤ浴衣の好みがႱなるのȺǾ̾ऻɂ๡៵者

のʕーʄを考ਁにоɟたຣฤ浴衣サービスをఙशするǿ

ຣฤஇᚐɂお᭛֒͏外の情緒的ǾഒしȨが෰ɔらɟるǿ

Ȱɟに߆˫Ⱥきるのがɵジʯアルなజ፭浴衣Ⱥあると考

えるǿ

一方Ǿ学習指導要ᬻ「家࣍」教育においてɂǾͤፋ的

な和装を՘り上ȥǾ衣生活文化のፕ੪の᥾要性を෥͇

くことがȺきるɛうにすることをɀらいにしている Û1Ýǿ

௔ɟ着のəかたȺクラシックな和装の着͇けをᜁえるこ

とɂ理৊ȺあるがǾ教育の現場の現実ɂՋしい状況にあ

りǾ۹方面Ⱥ܁ࡾがなȨɟているǿɵジʯアルȺਖ਼ᢌな

和文化体験の一ӒとしてǾ外国人との̬ํのႱ文化体験

に活かȮることをఙशするǿ
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フɫッションʅラʞーに及ぼす影響 ® 学人間発۾山ߋ

ᤎ科学部紀要 ®10（1）¬145­159®2015　 

Û12ÝÊõ­èåå  SÏÈN¬  N®Ëáîáùáíá¬  Ë®Ëáíáãèé，

Äéææåòåîãåó  éî  ôèå  Iíðòåóóéïîó Áóóïãéáôåä ÷éôè 

Ùõëáôá ×ïòî áô Åöåîôó áîä Ôèïóå ×ïòî áô Èïô 

Sðòéîç Òåóïòôó¬  áîä  ôèå Äéææåòåîãåó  éî Ùõëáôá 

Ðòåæåòåîãåó âáóåä ïî Çåîäåò，IÆÈÅ201¶ （国᪨家୑

学会۾会）Äáåêåïî Ãïîöåîôéïî Ãåîôåò¬Ëïòåá®201¶

Û13Ý 孫珠煕 ¬ 中ࡥ史܄᥽ ® ᔌ者の和文化体験からみたຣ

ฤəかたの嗜好傾向®ߋ山۾学人間発ᤎ科学部紀要®11

（3）¬39­49®2017　 

Û14Ý 孫珠煕 ® 山ᅇのᔌ者における浴衣の装いᚐ動のഫߋ

ᣲᴪ和文化体験の一Ӓとしてᴪᴫߋ山۾学人間発ᤎ科

学部紀要 ®12（1）¬95­107®2017　 

Û15Ý 孫珠煕 ¬ 表奈緒ᴫ浴衣の᜻Ιస件がもたらすԱ象᜻

Ιᴫߋ山۾学人間発ᤎ科学部紀要 ®12（2）¬75­83®2018ᴫ
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Û1¶Ý 孫珠煕ᴫ好みのຣฤ浴衣の᭒ټ化にみるܤ子学生の

装いᚐ動ᴫ日本家୑学会ᝒ ¶9（1），27­3¶ᴫ2018 

Û17Ý 孫珠煕 ¬ 小野ࢶ一ᴫܤ子学生のフɫッション意識と

性᫆ᝒとの関連ܤ ® フɫッションビジʗス学会ᝒᴫ15

（3）¬¶7­78®2010

Û18Ý 孫珠煕 ¬ ᖖ෺ᮓ津代 ¬ ຝᣃ༎子ᴫ共分ୠഫᣲ分析に

ɛる日ᬤ႒子高校生のライフスタイルの比較ᴫ日本家

୑学会ᝒ ¬¶1（4）¬231­248®2010

Û19Ý 孫珠煕ᴫഫᣲ方ሌࣻʬʑリングਖ਼ศをႊいたܤ子学

生のフɫッションᚐ動と᠔読ܤ性᫆ᝒの検討ᴪ 2008

～ࢳ 2010 の傾向を中॑にᴪᴫ日本家୑学会ᝒࢳ ®¶4

（3）¬31­40®2013

（ᴵఌ31日ՙ͇ࢳ2018）

（10ఌ11日ՙ理ࢳ2018）


